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濃縮度試験報告書

試料　名　　（試料塩K－25）
　　　　　　　トリクロロエチレン

構造式　CC£2＝CHC旦
　　同　定　　IRスペクトル・M8スペクトル（図一15参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔図一16参照）

　　性　状

　　　　外観：無色透明の液体　　融点（℃）：一75

　　　　沸点（℃）：8Z2　純度（弱）：9知％以上

　　　　比重：1、46

　　　　溶解性

　　　　　　　対水一500ppm以上

　　　　　　　対メタキシレン，アセトン，ルノールー10000pp且

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用）

試験期間　　昭和55年10月10日～昭和54年6月50日

試験方法及び条件

懇三｝一一…一一，

51　T　L　m試験

　＠）試験魚

　　　　　ヒメ〆力平均体重〔L15g　塩化第二水銀検定合格魚＊

　　　　＊田端健二：用水と廃水14　　1297－1505“972）

　（b）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　　　供試物質巳5gに水を加えて全量を11にし、500

　　　　　四n（W／V）の原液を胴製した。

　（c）試験温度

　　　　　25士2℃

　　⑥　試験結果

　　　　　48時間TL通値：59PI皿（W／V）（図一5参照）

　　　　（揮発性化学物質用薦縮度試験装贋を使用）

　　　　試験水槽

　　　　　ガラス製容量1001
　　　　　　　　　　流水量　11521／つヨ

　　　　　原液：希釈水＝2皿1／分　：800皿／分

　　⑨　試験魚

　　　　　コイ　平均体重　5Zロg

　　　　　　　　平均体長　汁1．5cm

義2　濃縮度試験　　　　　　　　　　　　・

義2．1　試験条件

　　＠　水系環境調節装置　節水式



（c）外部消毒及び順化

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10卿塩酸クロロテトラサイクリン水溶液で24

　　　　時間薬浴を行った。

　（2）　順　　化

　　　　25℃×14日間

＠）溶解法し分散剤及び分散法）

　　　こ1（b）に同じ

（e）試験温度

　　　25士2℃

（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一15及び14参照

（9）水槽’濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる嚴は碑ラOP蝋図一4参照）㊥る

　　　水分析時の前処理操作にむいて1D倍濃縮して回収率が9こ9

　　　％であり、予備飼育4日間の結果より水槽濃度の低下を25

　　　％と見込み、第2濃度区の水槽濃度を7ppbと設定した。

　　　第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　50
　　　　　　　　　　　　　　　　幸Z10ppbになる0
　　　　　500　　　95．9　　　75，0
　　　　　　　×　　　　　×｝
　　　　　50　　　100　　　100

設定値

（単位ppbΨv）

供試物質

第1濃度区 70

第2濃度区 7

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単倖ppb晒）
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　装　　　置

　カ　ラ　ム
｛媛定籍｝

　カラム温度

　キャリアガ．ス

　検　出　器

（b）

　（1）　魚体

　　　　　I　　　　　l　　・一

＊

分析条件

　使用分析機器及ぴ条件

ガスクロマトグラフ1型㌣日本電子σC20K

25弱アピエゾ図グリーrス平／クロモソルブW

　　　　　　　（80～100メゾシュ）

5m×2血／ガラス

105℃

窒素

E　C　D

分析試料の前処理

　　　厭’一『蕉i

　　　　　　　・体重，体長測定

　　　　　　　・細片化

　　　　　　1←尿素509
　　　　　　1嚥跡80皿
　　　　　　1　　　　　　　。蒸留装置＊に連結
　　　　　　　・徐々に加温しながら留出液をメタキシレン
　　　　　　　　　　　　　　　　　20mlで庸集
　　初留出準（50皿）
　　　　　　卜振とう

　　謄レン刷
　　　　　　　・脱水ろ過
　　　　　　　・定容　40ml（メタキシレン）

　　　陰画
　参照
て画一1ク）

②　試験水

　　　　t試撃型

　　　　　　　1　　第1敵産第2醸区
　　　　　　　1　　　　　　　　・採水　　　　50皿　　　500皿

　　　　　　　　←塩化ナトリウム　　　　　　　1509
　　　　　　　1
　　　　　　　1←メ』タキシレン　　　50ml　　　　　50ml
　　　　　　　l
　　　　　　　け振とう

　　　　　　　　・静置

　　　　摩．キシ遅劉
　　　　　　　I
　　　　　　　t

　　　　　腱1

市販メタキシレン（和光純薬袋特級）の精製

　　市販のメタキシレン100皿を200皿1客分液ロートに入れ

　　これにドータイトピ7エニルナトリウム10mlを加える・

　分液ロートの気相部分を、乾燥した窒素ガスで慨換し、5分

　間激しく振とう後さらに脱塩水20血1を加えて5分間激しく

　振とうする。20分間静置した後メタキシレン層を無水硫酸

　ナトリウムで脱水ろ過した。

　　前処理操作をほどこしたメタキシレンは義2．2の条件に設定

　したガスクロマトグラフに注入した結果、ブランクを生じな

　かったo



胤　試験結果

　4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果

　　　　正常

　生2　濃縮度試験の結果

　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

　　　　　　！

　第1縁度区

第2濃度区

2　　W 5　　w 4　　W 6　　W

94

�V

月
＆
8

12｝

S．5

17

P1

r40、 r12、 ‘a8、 16

w w w

：1：1」墨選一．

w

16

〔ao）

参考値：（）で表示

」L2

左む講険俵果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の遡りである。

鮮中醸（卿）． 濃縮倍率 計算方法（麺）

精度よく定量 第1区　惚以上 A

できる濃度
0077以上

第2区15　以上
C 1）　一

一XP00 E×∬

参考値の範囲
巳077

`［LO　O51

第1区1．2～巳049

謔Q区15～α52

検出限界の 第1区0．049以下 B

巳0051以下 ：一 ` T、
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精度よく定量できる濃度二巴05　ppn（図一4参照）

検出限界の濃度（8／E＝2）器α002Pμ（図一一4参照）

回収率＝86、9多

魚体重二　50　g
最終液量　＝　40　πU．

分取比＝　1倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　　上
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